
 

別紙２（様式第１号関係） 

 

流域治水の具体的な取組み内容 

 

下記のとおり流域治水の具体的な取組み内容を報告します。 

 

（企業等名称：アイエン工業株式会社） 

目的や背景 

当社は、港湾土木工事を担っている建設業者です。近年では全国各地で水害

が起こり、県内でも 7年前の西日本豪雨によって大きな被害をもたらしまし

た。インフラの強化、貯留地の整備によって水害のリスクを減らしていくこ

とはもちろん大切ですが、同時に災害時に被害を拡大させないこと、被害が

起こった際の早期の復旧が重要だと考え流域治水に取り組んでいます。 

取組み内容 

① 非常用電源の確保 

・防音型エンジン発電機 1台 （平成 26年 6月 4日設置） 

・携帯用発電機 2台（平成 25年 7月 16日、令和 4年 1月 12日設置） 

 

② 水災害に備えた資機材の確保 

・ブルーシート 3.6×5.4ｍ 5枚（本社倉庫保管） 

・土嚢袋 大型土嚢 30枚 普通土嚢 200枚（本社倉庫保管） 

 

③ 水災害を含めた企業ＢＣＰの策定 

・四国建設業ＢＣＰ等審査会（認定日：令和 6年 9月 10日） 

・えひめ建設業ＢＣＰ等審査会（認定日：令和 6年 10月 25日） 

 

④ 防災士の取得 

・3名取得（令和 7年 11月現在） 

 

⑤ 水災害を想定した避難訓練と社内研修の実施 

・高波・津波を想定した高台避難訓練と社内研修（年 1回実施） 

 

取組状況が 

分かる写真 

・防音型エンジン発電機    ・携帯用発電機 

 

 

  

 

 

 



・ブルーシート           

 

 

 

 

 

 

 

・大型土嚢袋            ・小型土嚢袋 

 

・四国建設業ＢＣＰ認定証     ・えひめ建設業ＢＣＰ認定証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・高台避難訓練           ・社内研修 

 



その他 

ＢＣＰの策定や訓練を実施していくことで、社員も災害時の行動や対応を想

定できるようになり、災害対策への意識向上に繋がっています。今後も流域

治水に取り組んでいきたいと思います。 

 


